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Our group has developed a turn-on type virus detection agent by loading a peptide aptamer 

that specifically binds to viruses onto a tetraphenylsilole (TPS) derivative with aggregation-

induced emission properties. In this study, we attempted to improve detection sensitivity by 

synthesizing new TPS derivatives that attempted to suppress autofluorescence.  
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当研究グループでは，凝集誘起発光 (AIE) 特性

を有するテトラフェニルシロール (TPS) 誘導体

に対して，ウイルスと特異的に結合するペプチ

ドアプタマーを担持させることで，Turn-on 型の

ウイルス検出薬 1を開発した 1)．AIE とは，分子

内運動が阻害されたときに強い蛍光を示す現象

であり，ペプチドアプタマーがウイルス捕捉時

に TPS の分子内運動が制限されることで蛍光が

増大し，ウイルス検出を可能とする．しかし，ペプチドの嵩高さに起因する分子内

運動阻害により自家蛍光が生じることで，検出感度低下につながる．そこで，本研

究では，ペプチドアプタマーの担持数を減らした新規ノロウイルス用検出薬 2を合

成し，自家蛍光の抑制を試みた．標的抗原として NoVLP (Norovirus Virus-Like 

Particle) タンパク質を用いて検出試験を実施したところ，標的タンパク質非存在下

で自家蛍光を抑えることに成功した．しかし，標的タンパク質存在下では 1と比較

し蛍光強度が低下した．本発表では，その原因および改善に向けた検討について議

論する． 
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Fig. 1. １, 2の自家蛍光 

（λex=349 nm, Solvent : Water） 

Fig. 2. 検出試験結果 
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